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・
位
置
：
飯
田
岡
の
西
端
に
位
置
す
る
。 

 
 

 

大
雄
山
線
飯
田
岡
駅
周
辺
～
旧
県
道
よ
り 

東
側
の
地
区
―
小
字
・
向
河
原 

 
 

 
 

 
 

 
 

・「
楠
」
と
云
う
名
の
由
来
： 

 

そ
の
由
来
は
、
北
ノ
窪
に
あ
る
安
産
祈
願
の
寺
と
し
て
知
ら

れ
る
陽
雲
寺
の
本
尊
・
子
安
無
量
光
如
来
に
ま
つ
わ
る
逸
話

に
関
り
が
あ
る
と
言
う
。 

 

『
慶
長
十
一
年(

１
６
０
６
年)

陽
雲
寺
周
辺
の
火
災 

 
 
 
 
 

に
よ
り
本
堂
と
も
に
“
子
安
無
量
光
如
来
”
も
失
っ 

た

と
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
隣
村
に
あ
っ
た
楠
の
古

木
の
洞
に
そ
の
如
来
尊
像
が
麗
麗
と
し
て
籠
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。
楠
は
朽
ち
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
里
は

現
在
『
楠
』
と
云
う
呼
び
名
に
な
っ
て
い
る
。 

(

参
考
：
陽
雲
寺
『
子
安
無
量
光
如
来
』
説
明
文)

』 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
  

富士講碑 (飯田岡５８６ 飯田岡駅西南約 200m) 

『木華開耶姫尊』と大書したこの碑
は飯田岡駅から小さな旧道を西に進み旧県道に出る手
前にある。○花講中が万延元年(１８６０年)に建てた総高約
１７０㎝の碑には近在３０か村４１６名と西相模の富士講碑
で最多数の氏名を記しているのが特色である。右手の
欠損した富士講歌碑は三竹・矢佐芝の１３人による建立。
道祖神もある。』（『身近にある小田原の史跡』より） 

 

碑の裏面一杯に講員の氏名が細かく刻まれ、当時の富
士山信仰がいかに盛んであったかを、そして今尚その
熱い志を感じるようである。また表面に彫られた富士
山の両脇に太陽○右 と月○左 を配してあるのが興味深い。 

←↑木華開耶姫尊       歌碑   道祖神 

このはなさくやひめのみこと 

く
す
の
き 


